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浦
戸
城
跡
の

発
掘
調
査
を

日9月3

4
割
超
え
る
方
が
対
象
に

米
田
氏
　
高
知
市
の
滞

戸
城
跡
の
評
価
と
認
識
を

聞
く
。田

村
壮
児
教
育
長
　
長

宗
我
部
氏
の
居
城
で
あ
る

と
と
も
に
水
軍
基
地
や
朝

鮮
出
兵
の
基
地
に
な
る
な

ど
、
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
歴
史
的
価
値
を
有

す
る
と
考
え
て
い
る
。

米
田
氏
県
立
坂
本
鞄

鳥
記
念
館
の
新
館
建
設
に

伴
う
開
発
行
為
は
い
っ
た

ん
中
止
し
、
（
浦
戸
城
跡

な
ど
の
）
発
掘
調
査
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

尾
崎
正
直
知
事
　
新
館

建
設
の
意
義
は
大
き
く
、

多
く
の
議
論
を
経
て
建
設

に
至
っ
た
。
こ
こ
（
滞
戸

城
跡
）
の
歴
史
的
意
義
も

由
ま
え
な
い
と
い
け
な

い
。
過
去
の
建
設
工
事
な

ど
で
遺
構
な
ど
が
残
っ
て

い
る
可
能
性
は
極
め
て
低

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
立

会
調
査
で
確
認
し
た
い
。

記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
合
わ
せ
、
こ
の
土
地
が

堕
戸
城
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え

る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

〆

一
度
減
免
の
申
請
を

謀

　

碑

芳

養

靂

こ

フ

韓

誓

賢

の

痛

5

改
者
を
訴
え
る

い
串
伸
せ
好
介
。
の
す
か
な
丹
－
卜
収
入
誉
芸
等

好
感
国
葬
に
あ
者
の
彗
密
昏
賓
の
滅
罪
吉
夢
灯

す
相
済
に
行
っ
茫
帯
綬
軒
古
村
李
で
救
え
あ

い
の
う
ず
f
J
な
か
っ
た
雪
と
滴
蘭
。
酎
雪
）
の
率

伴
を
穿
け
墓
園
隼
曇
を
堵
甘
方
凍

鷹
警
突
出
。

高
知
県
の
誤
鰐
官
僚
す
と
1
替
詫
餐
群
零
し
匠

よ
急
襲
対
象
者
ガ
灼
仰
げ
帝
、
人
音
の
ゼ
泌
l
て

／
な
方
牽
ザ
判
頑
．
厨
河
も
＼
嘗
め
ま
レ
弓

前
置
、
果
宙
啓
圃
ガ
紹

介
ぞ
献
謬
レ
宅
（
i
O
日
付
）

感
戸
戚
前
の
虜
啓
、
惑
誓
と

り
勿
げ
為
乙
と
参
に
、
癌
留
任
宅

の
孝
液
突
耐
傍
の
肇
膚
舗

／
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
制
度
の
発
声
を
求

め
顔
レ
庭
。
亨
蔓
愚
の

暮
雪
巌
哲
レ
穿
す
。

響
受
け
だ
寿
げ
蘭
の

帝
ギ
り
の
ぞ
の
ど
帯
皮
宅

届
け
で
＜
爪
牙
レ
声
。
芳

年
す
べ
り
山
の
轟
に

折
っ
て
＜
机
硬
声
色
。

「
、
つ
も
ふ
よ
ノ

車
券
好
感
紺
、
覇
気
百

倍
癒
す
．

学
界
宙
4
孝
三
等
苛

め
と
l
？
甲
頭
身
前
者
昌

一
型
疋
せ
、
い
よ
い
よ
者

や官．
◎
T
ク
リ
ス
マ
ス
が
l
舟

が
郁
め
で
．
≠
レ
て
い
っ

伊
葱
だ
ー
：
じ
六

き
び
の
者
。
1
今
ぎ
ゃ
屈
葬

号
鎧
を
穿
い
て
い
¢
だ

け
l
⊂
‥
・
レ
と
．

◎
学
祭
電
卓
鍔

蛋
狩
、
イ
ン
げ
ア
ト
の

璽
芸
憂
鬱
署
二
義

彪芹。

知
事
鱒
叡
廼
蒼
祈

る
．
理
戚
l
⊂
稲
葛
と
り

鑑
み
、
署
ノ
若
君
汽

帝
牢
と
鮮
や
か
纂


